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はじめに 

このたびは、「LRF-203 ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞ」をご利用いただき、誠にありがとうございます。 

この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使い下さい。 

また、取扱説明書は大切に保存し、必要なときにお読み下さい。 

 

－注意事項－ 

 ◎本機器を不法改造すると法令により処罰されることがあります。 

 ◎本機器に貼っている証明ﾗﾍﾞﾙや製造番号を剥がすとその効力が失われます。 

 

日本国外への持ち出しについて 

「この製品（または技術）を国際的な平和および安全の維持の妨げとなる使用目的を有するものに再提供 

したり、また、そのような目的に自ら使用したり第三者に使用させたりしないようお願いいたします。 

尚、輸出等される場合は外為法および関係法令の定めるところに従い必要な手続きをおとりください。」 
 

This is notificatiｏｎ that you, as purchaser of the products/technology, are not allowed to perform any of 

the following: 

1.Resell or retransfer these products/technology to any party intending to disturb internatiｏｎal peace and 

security. 

2.Use these products/technology yourself for activities disturbing internatiｏｎal peace and security. 

3.Allow any other party to use these products/technology for activities disturbing internatiｏｎal peace and 

security. 

Also, as purchaser of these products/technology, you agree to follow the procedures for the export or 

transfer of these products/technology, under the Foreign Exchange and Foreign Trade Cｏｎtrol Law, 

when you export or transfer the products/technology abroad. 

 

 

ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽについて 

無償保証期間は御納入から１年間とさせていただきますが、落下による破損や規格以上の過大入力による

障害等の取り扱い方法に起因する修理につきましては、有償とさせていただく事があります。 

修理のお問い合わせはお求めになった販売代理店、又は弊社営業までご連絡下さい。 

 

ご注意 

本書の内容の一部又は全部を無断で転載することは固くお断りします。 

本機器の故障、誤動作、不具合などによって生じた損害等の純粋経済損害につきましては、当社は一切そ

の責任を負いかねますので、あらかじめご了承下さい。 
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安全上のご注意 

■ ご使用の前にこの取扱説明をよくお読みのうえ、正しくお使い下さい。 

■ お読みになったあとは、いつでも見られる所に必ず保管して下さい。 

 

表示の意味 

 
この表示は『人が死亡または重傷を負う 

可能性が想定される』という意味です。  
この表示は『人が傷害を負う可能性が 

想定される』という意味です。 

 

記号の説明 

注意内容の記号 

『注意して下さい』 
       

一般注意 感電注意  発火注意 

指示内容の記号 

『必ず実施』 
    

一般指示 ﾌﾟﾗｸﾞを抜く 

禁止内容の記号 

『してはいけない』 
                      

一般禁止  分解禁止  火気禁止  水ぬれ禁止 接触禁止   ぬれ手禁止 

 

 
 濡れた手で、ｹｰﾌﾞﾙやｺﾈｸﾀにさわらないで下さい。 

   感電や故障の原因になります。  
 本機器およびｹｰﾌﾞﾙは熱器具に触れないようにして下さい。 

   また、ｹｰﾌﾞﾙやｺﾈｸﾀが傷んでいたり、ｺﾈｸﾀの差込がゆるい 

   ときは使用しないで下さい。 火災や感電の原因になります。 
 

 

 
 落下の恐れがありますので、本体を確実に固定して下さい。 

また、ｹｰﾌﾞﾙは必ず指定のものをご使用下さい。  
 機器を設置するときは、電源プラグをｺﾝｾﾝﾄから抜いて下さい。 

故障の原因になる事があります。  

 防水構造ではありませんので、水をかけたりしないでください。 
 

 分解や改造などを行なわないで下さい。 

  
 火気の近くで使用たり、暖房器具の近くなどの熱い場所に設置しないで

下さい。変形や故障の原因になります。  
 本機器を落下させたり投げたりしないで下さい。強い衝撃を与えると故障

の原因となります。  
 本機器は乾いた布で拭いて下さい。本機器が変形、変色等の原因となり

ますのでｼﾝﾅｰ、ﾍﾞﾝｼﾞﾝ等の有機溶剤では絶対拭かないで下さい。  
 ほこりの多い場所、ｶﾞｽ中雰囲気や水蒸気が直接当たる場所、直射日光

の当たる場所には設置しないで下さい。性能や寿命を低下させたり、故

障の原因となります。  
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1. 概要 

 

本装置は、主にﾏｲｸﾛ回線の品質解析を行うためのﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出機能付きﾃﾞｰﾀﾛｶﾞです。入力部はﾀﾞｲﾊﾞｼﾁ

方式に対応するため 2 ﾁｬﾈﾙずつのｸﾞﾙｰﾌﾟ構成とし 4 ｸﾞﾙｰﾌﾟ計 8 ﾁｬﾈﾙ用意しています。 

 

長期間監視に対応するために、本装置は3ヶ月の長時間のﾃﾞｰﾀ測定が可能です。また、ﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾗと併用

することで、測定を停止することなく監視可能となっています。 

 

2. 機能・特長 

 

本装置は以下の機能を有しております。 

 

入力回路は 8 ﾁｬﾈﾙ実装しています。 

・ 入力回路は 2 ﾁｬﾈﾙ毎にｸﾞﾙｰﾌﾟとし、4 ｸﾞﾙｰﾌﾟ(4 方路)の測定が可能となっています。 

本装置は 3 ヶ月の長時間のﾃﾞｰﾀ測定が可能です。 

各入力回路は電気的に絶縁されており、接続時の配線ミスや他装置からの回り込み等による障害発生を

未然に防止します。 

入力信号は無線端局の『AGC モニタ用出力信号』を用います。 

・ 各入力回路は電圧入力を想定しﾊｲｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ(500kΩ以上)としております。 

・ 入力電圧範囲として 1.5V、3V、6V、12V の 4 つの入力ﾚﾝｼﾞがあります。 

・ 入力電圧は極性に関係なく(絶対値入力)ﾃﾞｰﾀの取込が可能です。 

入力電圧と電波強度の変換も設定画面より簡単に設定でき、1dB 単位の詳細値まで設定可能となっていま

す。 

ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出ではｱｯﾌﾟﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ(設定したﾚﾍﾞﾙ以上で検出)/ﾀﾞｳﾝﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ(設定したﾚﾍﾞﾙ以下で検出)に対

応しています。 

ｱﾗｰﾑ出力(a 接点)を用意し、ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出時にｱﾗｰﾑとして他装置に通知可能です。 

本装置は、大型LCDﾊﾟﾈﾙとﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙの採用により、より簡単な操作で各種測定設定やﾃﾞｰﾀ検証を可能とし

ております。 

収集したﾃﾞｰﾀは【電波強度変化曲線 1時間ｸﾞﾗﾌ】、【電波強度変化曲線 1日ｸﾞﾗﾌ】、【電波強度変化曲線 1

ヶ月ｸﾞﾗﾌ】、【累積百分率ﾃﾞｰﾀおよびｸﾞﾗﾌ】、【ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴一反表】、【ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴詳細ｸﾞﾗﾌ】として画面

表示可能です。 

装置に保存されたﾃﾞｰﾀはﾊﾟｿｺﾝに転送し、ﾊﾟｿｺﾝ上で確認、検証可能です。 

 

 

 
注意 

・ 測定ﾃﾞｰﾀの最大保存日数はﾃﾞｰﾀ保存用ﾒﾓﾘが空の状態で測定開始した場合の保存可能日数です。 

  測定開始時にﾒﾓﾘの空き容量から最大保存可能日数を算出し最大保存日数に到達するとｻｲ級ﾃﾞｰﾀに 

上書き保存します。(最旧ﾃﾞｰﾀは消去されます) 

 

  測定開始時に最大保存可能日数を表示しますので必ず確認してください。 

 

 

 
注意 

・ 測定端子は全て絶縁されておりますが、装置設置時は測定ｺｰﾄﾞ等がｼｮｰﾄしない様に十分注意して 

下さい。 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

 

・ 無線端局の『AGC ﾓﾆﾀ用出力』が電流出力の場合、抵抗終端し電圧に変換し測定を行ってください。 
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3. 構成 

 

3.1. 標準構成品 

 

･ 本体 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 台  

･ 測定ｺｰﾄﾞ (ｼｰﾙﾄﾞ付より線 3m ) ・・・・・・・・ 8 本  

・ PC 処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ RPG-LRF06 ・・・・・・・・・・・・・・・ 1 式 ( CD-R にて添付) 

･ PC ﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ RPG-FT02  ・・・・・・・・・・・・・・・ １式 ( CD-R にて添付) 

・ CSV ﾌｧｲﾙ変換ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ RPG-FC03  ・・・・・・・・・・・・・・・ １式 ( CD-R にて添付) 

・ PC 通信用ｹｰﾌﾞﾙ PWT-832 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 本  

･ AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ ADP-60WA   ・・・・・・・・・・・・・ １個  

･ ｿﾌﾄｹｰｽ PC-800   ・・・・・・・・・・・・・・・・・ １個  

･ 取扱説明書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 部  

 

3.2. ｵﾌﾟｼｮﾝ 

 

  ・ ﾊｰﾄﾞｹｰｽ PC-804 

     ｼﾞｪﾗﾙﾐﾝ製のﾊｰﾄﾞｹｰｽです。 

     装置移動時の振動等から装置を保護します。 

  ・ ﾘﾓｰﾄ通信用ｱｯﾃﾈｰﾀ  PAT-600 

     ﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾗと接続時に使用する、通信ﾚﾍﾞﾙ調整用ｱｯﾃﾈｰﾀです。 

     PCM 回線等で通信ﾚﾍﾞﾙが増幅される様な回線を使用する場合、使用します。 

  ・ ﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾗ 

     ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞを専用線(2W/4W)または、加入回線を使用し遠隔制御および、ﾃﾞｰﾀ収集を 

     可能とします。 
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4. 仕様 

 
項目 規格 

入力部 ﾁｬﾈﾙ数 8 ﾁｬﾈﾙ (4 ｸﾞﾙｰﾌﾟ × 2 ﾁｬﾈﾙ) 

 測定ﾚﾝｼﾞ 1.5V ﾚﾝｼﾞ / 3V ﾚﾝｼﾞ / 6V ﾚﾝｼﾞ / 12V ﾚﾝｼﾞ (極性無し 絶対値入力) 

 測定分解能 0.01V 

 測定確度 ±(2%＋2 ﾃﾞｼﾞｯﾄ)以内 

 入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 500kΩ以上 

 最大印可可能電圧 DC 100V 

 絶縁抵抗 ﾁｬﾈﾙ－ﾁｬﾈﾙ間 ： 500MΩ以上 
ﾁｬﾈﾙ－FG間  ： 500MΩ以上 
ﾁｬﾈﾙ－AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(AC ﾌﾟﾗｸﾞ側) ： 500MΩ以上    (DC500V にて) 

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ周期 20msec  

電波強度設定範囲 -95 ～ -20dBm / -100 ～ -25dBm / -105 ～ -30 dBm / -110 ～ -35 dBm 
-115 ～ -45dBm / -120 ～ -45dBm 
＊ 入力電圧を電波強度(ﾚﾍﾞﾙ値)に変換します 
＊ 設定単位：1dB 単位 (各ﾁｬﾈﾙ単位設定可能) 

ﾃﾞｰﾀ 
蓄積単位 

電波強度 ﾁｬﾈﾙ毎   ： 1 分間における全ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀの最大値 / 最小値 /平均値 
DUAL MAX ： 同一ｸﾞﾙｰﾌﾟ内のどちらか高い方の 1 分間の最小値 

 ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴 ﾁｬﾈﾙ毎   ： ﾁｬﾈﾙ毎に設定されたﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出ﾚﾍﾞﾙを 60msec 以上 
          上回った(ｱｯﾌﾟﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ) / 下回った(ﾀﾞｳﾝﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ) もの 
DUAL MAX ： 同一ｸﾞﾙｰﾌﾟで同時にﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出となったもの 
＊ ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出時【ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出詳細ｸﾞﾗﾌ】としてﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出前20秒 / 後 40秒の 
  の電波強度の変動を 1 秒単位で保存します。 

 累積百分率 1 日単位の電波強度の分布をｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀ(20msec 単位)で累積する 

 試験ﾓｰﾄﾞ ﾁｬﾈﾙ毎   ： 1 秒間における全ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀの最大値 / 最小値 /平均値 
DUAL MAX ： 同一ｸﾞﾙｰﾌﾟ内のどちらか高い方の 1 秒間の最小値 
＊ 1 画面は 60 ﾃﾞｰﾀ(1 分間)分のﾃﾞｰﾀを表示します 
＊ 「強制取込」押下時の表示ﾃﾞｰﾀ(1 分間の電波強度変動)を記録します 

 電波強度 
 最大保存日数 

3 ヶ月(93 日分) 
＊ ﾒﾓﾘ空き容量により変動します 

 ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴 
 最大保存件数 

最新 800 件 
＊ 各ﾁｬﾈﾙ毎および、各ｸﾞﾙｰﾌﾟの DUAL ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ毎に最新 800 件の履歴を保存します 
＊ ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴詳細ｸﾞﾗﾌも最新 800 件分を保存します 

 累積百分率 3 ヶ月(93 日分) 
＊ ﾒﾓﾘ空き容量により変動します 

試験ﾓｰﾄﾞ ﾁｬﾈﾙ毎   ： 1 秒間における全ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀの最大値 / 最小値 /平均値 
DUAL MAX ： 同一ｸﾞﾙｰﾌﾟ内のどちらか高い方の 1 秒間の最小値 
＊ 1 画面は 60 ﾃﾞｰﾀ(1 分間)分のﾃﾞｰﾀを表示します 
＊ 「強制取込」押下時の表示ﾃﾞｰﾀ(1 分間の電波強度変動)を記録します 

ﾃﾞｰﾀ 電波強度変化ｸﾞﾗﾌ 1 時間ｸﾞﾗﾌ(1 分単位) / 1 日ｸﾞﾗﾌ(20 分単位) / 1 ヶ月ｸﾞﾗﾌ(8 時間単位) 

表示 ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴 ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ発生一覧 ： 発生日時 / 復旧日時 / 継続時間 / 種別 / 最大(最小)ﾚﾍﾞﾙ 
ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴詳細ｸﾞﾗﾌ ： ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ発生前 20 秒 / 後 40 秒の 1 分間の変動 

 累積百分率 累積百分率ﾃﾞｰﾀ(分布表) ： 1 日単位の電波強度分布 
累積百分率ｸﾞﾗﾌ  
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ｱﾗｰﾑ出力 a 接点出力(無電圧接点) 

＊ ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出時接点が ON(閉)となります 
＊ 最大印可可能電圧 ： 50V 

ﾓﾃﾞﾑ 接続回線 ｱﾅﾛｸﾞ専用線 2W / 4W 、 加入線(内線 PBX交換網) 

 通信速度 1200bps、2400bps、4800bps、9600bps 
＊ 加入線(内線 PBX交換網)は通信速度は自動選択 

 出力ﾚﾍﾞﾙ -10dBm 

 入力ﾚﾍﾞﾙ -5 ～ -30 dBm 

電源 AC100V±10%  50 / 60 Hz  (専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ：ADP-60WA使用のこと) 
＊ 消費電流 ： 1A 未満 (AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 1 次側にて) 

内蔵ﾊﾞｯﾃﾘ 停電対策用としてﾊﾞｯﾃﾘを内蔵しています 
＊ AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀからの給電が停止しますと、電圧低下を通知しﾌﾞｻﾞｰ鳴動を行います 
  復旧しない場合、測定を自動的に停止しﾃﾞｰﾀの保存(保護)を行います 

性能保証 温度 / 湿度 温度：0～40℃  湿度：20～80% (但し、結露無きこと) 

寸法 / 質量 W280×D248×H75 mm (公差：±2mm以内 ： 突起物を含まず) / 質量：約 3.5kg 

 

 

 
注意 

・ 入力ﾁｬﾈﾙはﾀﾞｲﾊﾞｼﾁに対応するため、2 ﾁｬﾝﾈﾙを 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟとして DUAL MAX や DUAL ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ、 

累積百分率の解析を行っておりますが、1 ﾁｬﾈﾙの無線端局の監視も可能です。 

ﾁｬﾈﾙ設定にて使用ﾁｬﾈﾙを『1ch 使用』とした場合、各ｸﾞﾙｰﾌﾟの若番ﾁｬﾈﾙが入力ﾁｬﾈﾙとなります。 

 

 
注意 

・ 入力部の最大印可可能電圧は入力保護回路の最大値ですので、実際の使用時には設定ﾚﾝｼﾞ内の電圧 

 で使用してください。 

 

 

 
注意 

・ 最大測定可能日数は 3 ヶ月(93 日)はﾃﾞｰﾀ保存ﾒﾓﾘが空き状態での最大値です。 

・ 長期間の測定を行う場合、最大測定可能日数は 3 ヶ月(93 日)間としていますが、 

定期的にﾃﾞｰﾀの保存、ﾊﾟｿｺﾝへの転送をお勧めします。 

 

 
注意 

・ ｱﾗｰﾑ出力部は無電圧接点ですので電圧を印可し使用する場合、最大印可可能電圧を超えない範囲で 

 使用してください。 

 

 
注意 

・ AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀは必ず添付の ADP-60WA を使用してください。 

 他の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使用しますと、装置の破損や発火等が発生する可能性が有ります。 

 

 
注意 

・ 内蔵ﾊﾞｯﾃﾘは停電や瞬断発生時における測定ﾃﾞｰﾀ保護用であり、内蔵ﾊﾞｯﾃﾘで測定を可能とする物では 

 ありません。 

 長時間給電が停止し内蔵ﾊﾞｯﾃﾘの電圧が低下しますと、自動的に測定を停止し測定中のﾃﾞｰﾀを 

保存します。 

・ 内蔵ﾊﾞｯﾃﾘは充放電及び経年により性能が劣化します。 

本装置では 2 年でほぼ 60%程度の劣化が推定されます。 
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5. 各部の名称と機能 

 

5.1. 外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
No. 名称 機能 備考 

① 電源(ﾗﾝﾌﾟ) 点灯時動作状態であることを示します 緑色 LED 

② 充電中(ﾗﾝﾌﾟ) 点灯中内部ﾊﾞｯﾃﾘが充電中であることを示します 緑色 LED 

③ 表示器 / ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 各種設定、測定ﾃﾞｰﾀの表示を行います  

④ 入力端子 無線端局のAGC ﾓﾆﾀ出力を接続します  

⑤ ALARM ｱﾗｰﾑ出力端子でﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出時 ON(閉)します  

⑥ 専用線 4WR ﾘﾓｰﾄ制御用専用線ﾓﾃﾞﾑの回線接続端子です 4W の受信側 

⑦  4WS/2W ﾘﾓｰﾄ制御用専用線ﾓﾃﾞﾑの回線接続端子です 4W の送信 / 2W の送受信 

⑧ 加入線 加入線(内線 PBX網)への接続端子です RJ-11 

⑨ SERIAL PORT ﾊﾟｿｺﾝとの接続端子です PC通信用ｹｰﾌﾞﾙ()PWT-832)で接続 

⑩ FG ｱｰｽ端子  

⑪ 電源(ｽｲｯﾁ) 装置主電源ｽｲｯﾁです  

⑫ ﾋｭｰｽﾞﾎﾞｯｸｽ 5A のﾋｭｰｽﾞ 1 本を使用します  

⑬ AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀｼﾞｬｯｸ AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ接続端子です AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(ADP-60WA)を接続 

 

 
注意 

・ 本装置に採用しております、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙはｶﾞﾗｽに圧電皮膜を貼付けた構造となっているため、強い衝撃や 

  鋭利な物(ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ等)で操作しますと傷などにより、正確な操作入力位置が読み出せなくなる可能性が 

  ありますので、操作は指か先の柔らかい物で行ってください。 

 

① ② 

③ 

④ 

⑤ ⑥⑦ ⑧ ⑨ 

⑩ ⑪ ⑫ ⑬ 
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6. 接続方法 

 

本装置は、主にﾏｲｸﾛ回線の品質解析を行うためのﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出機能付き 

ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞです。 

入力部はﾀﾞｲﾊﾞｼﾁ方式に対応するため 2 ﾁｬﾈﾙずつのｸﾞﾙｰﾌﾟ構成とし 

4 ｸﾞﾙｰﾌﾟ計 8 ﾁｬﾈﾙ用意しています。 

 

添付の測定ｺｰﾄﾞを使用し本装置の入力端子と無線端局の AGC ﾓﾆﾀ出力端子 

を接続してください。 

 

本装置が行う各種処理はﾍﾟｱとなる 2 ﾁｬﾝﾈﾙを 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟとしたｸﾞﾙｰﾌﾟ単位で 

実施します。 

以下のｸﾞﾙｰﾌﾟ分けを参照し、接続の際ﾍﾟｱとなるﾁｬﾈﾙを間違わない様に 

接続してください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 
注意 

・ 各ｸﾞﾙｰﾌﾟのﾍﾟｱとなるﾁｬﾈﾙを間違わないように接続してください。 

 

 

 
注意 

・ 接続時は ①装置の入力ﾚﾝｼﾞを設定 ②本体の入力端子に測定ｺｰﾄﾞを接続 ③無線端局のAGC ﾓﾆﾀ 

端子への接続 の順に接続してください 

 

 ＊ 測定ｺｰﾄﾞの接続の際は、ｼｮｰﾄ等の無いよう十分に注意し接続を行ってください。 

 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

・ 無線端局が 1 ﾁｬﾈﾙの場合、ﾁｬﾈﾙ設定で『1ch 使用』に設定し、各ｸﾞﾙｰﾌﾟのﾍﾟｱﾁｬﾈﾙの若番側に 

 接続してください。 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

・ 本装置のｹｰｽ裏面に開閉式ｽﾀﾝﾄﾞがあります。 

設置環境にあわせｽﾀﾝﾄﾞを開閉してご使用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾍﾟｱ ﾁｬﾈﾙ 

 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 1 ﾁｬﾈﾙ 1 ﾁｬﾈﾙ 2 

 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 2 ﾁｬﾈﾙ 3 ﾁｬﾈﾙ 4 

 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 3 ﾁｬﾈﾙ 5 ﾁｬﾈﾙ 6 

 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 4 ﾁｬﾈﾙ 7 ﾁｬﾈﾙ 8 

 

 

 
注意 

ｽﾀﾝﾄﾞの開閉は十分注意し、指などを挟まない様に注意しながらしっかり操作して 

下さい。ｽﾀﾝﾄﾞがしっかり立てられていないと、自重で倒れることが有ります。 

 



LRF-203 ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞ 

 

Oi Electric                                                       ＨＡＭ１９９５ 

7 

 

7. 操作説明 

 

7.1. 電源投入 

 

本装置は、AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(ADP-60WA)を使用し AC100V で動作します。 

AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを装置 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀｼﾞｬｯｸに接続し、電源ｽｲｯﾁを ON とする事で電源投入されます。 

 

  電源を投入しますと、OS、各ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを起動し【ﾒﾆｭｰ画面】が表示されます。 

 

 
注意 

・ AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀは必ず添付の ADP-60WA を使用してください。 

 他の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使用しますと、装置の破損や発火等が発生する可能性が有ります。 

 

 
注意 

・ 電源のON/OFF は測定ｺｰﾄﾞを外した状態で行ってください。 

・ 装置起動中や測定ﾃﾞｰﾀの保存中に電源ｽｲｯﾁを OFF とすると、測定ﾃﾞｰﾀの破損やﾃﾞｨｽｸｼｽﾃﾑが破損 

 する可能性があります。電源の OFFは必ず【ﾒﾆｭｰ画面】で行ってください。 

 

7.1.1. 内蔵ﾊﾞｯﾃﾘ 

 

  本装置には、測定中における停電や瞬断時および、AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀが外れてしまった時の測定ﾃﾞｰﾀ保護のため 

 充電式ﾊﾞｯﾃﾘを内蔵しています。 

 

 測定中に給電が停止した場合、以下の動作を行います。 

 

 測定中  

   給電停止  

 測定中  

                 ・ 『ﾊﾞｯﾃﾘ容量が低下しています。AC 電源を入れて下さい。』 

                 ・ 『ﾌﾞｻﾞｰ鳴動』 

 測定中  

                 ・ 『ﾌﾞｻﾞｰ鳴動』 

                 ・ 『ﾌﾞｻﾞｰ鳴動』 

             測定停止し測定ﾃﾞｰﾀを保存します。 

 

 

 
注意 

・ 内蔵ﾊﾞｯﾃﾘはあくまでも停電、瞬断や AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ外れ等が発生した場合のﾃﾞｰﾀ保護用として内蔵して 

 います。 

 

 ＊ 給電無しでの測定は行わないでください。 

 

 

 
注意 

・ 内蔵ﾊﾞｯﾃﾘが十分に充電されない状態で、給電が停止した場合、ﾃﾞｰﾀの保存に失敗する可能性が 

 あります。 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

・ 内蔵ﾊﾞｯﾃﾘは電源ｽｲｯﾁが OFFの状態でも給電により充電が可能です。 

 設置前に充電を行い、設置する事をお勧めします。 
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7.2. ﾒﾆｭｰ画面 

 

本装置の初期画面です。 

『ﾃﾞｰﾀ取込』、『試験ﾓｰﾄﾞ』、『ﾁｬﾈﾙ設定』、『ﾒﾝﾃﾅﾝｽ』、『ｼｽﾃﾑ設定』の各項目を必要に応じ選択してください。 

選択した画面に切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 名称 内容 

① ﾃﾞｰﾀ取込 【ﾃﾞｰﾀ取込画面】に遷移します。 
 測定を行い、電波強度変動、ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴、累積百分率を記録します。 

② 試験ﾓｰﾄﾞ 【試験ﾓｰﾄﾞ画面】に遷移します。 
 設置時の確認や、ｱﾝﾃﾅ調整等に使用するﾓｰﾄﾞで、1 行間隔で電波強度変動を表示 
します。 
測定ﾃﾞｰﾀは『強制取込』押下時のﾃﾞｰﾀのみ保存します。 

③ ﾌｧｲﾙ読込 保存されたﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを読み込み、過去の測定ﾃﾞｰﾀの確認が出来ます。 

④ ﾁｬﾈﾙ設定 使用するﾁｬﾈﾙの各種設定を行います。 
 使用ﾁｬﾈﾙ数、電波強度、入力電圧ﾚﾝｼﾞ、方路名称、ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出ﾚﾍﾞﾙ 
 AGC ｶｰﾌﾞ等の設定を行います。 

⑤ ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 測定ﾃﾞｰﾀをﾊﾟｿｺﾝに転送したり、削除等を行います。 

⑥ ｼｽﾃﾑ設定 日付時刻の設定やﾌﾞｻﾞｰ鳴動、通信(内蔵ﾓﾃﾞﾑ)の設定を行います。 

 

 
注意 

 

・ 電源のOFFはこの画面で行ってください。 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ ⑥ 
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7.3. ｼｽﾃﾑ設定 

 

  ﾒﾆｭｰ画面から『ｼｽﾃﾑ設定』押下でｼｽﾃﾑ設定画面となります。 

 

ｼｽﾃﾑ設定画面では装置のｼｽﾃﾑ時計、ﾌﾞｻﾞｰ鳴動、通信(ﾓﾃﾞﾑ)の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
No. 名称 内容 

① 時刻変更 装置のｼｽﾃﾑ時計の設定を行います 

② ﾌﾞｻﾞｰ 操作時のﾌﾞｻﾞｰ鳴動を ON/OFF します。 

③ 通信設定 ﾗｲﾝ 通信回線を選択します 

④  通信速度 専用線(2W /4W)設定時の通信速度を設定します。 

⑤ 戻る ﾒﾆｭｰ画面に戻ります 

 

 
注意 

・ 装置ｼｽﾃﾑ時計は、測定開始日時を登録するために使用されます。 

  測定前に、ｼｽﾃﾑ時計の日時(各画面の右上に表示)を確認し設定が必要な場合は時刻変更を行って 

  下さい。 

 

 
注意 

・ 専用線(2W / 4W)使用時、回線品質に応じ通信速度を設定してください。 

  9600bps 接続時に通信障害が発生しますと変調方式の関係上切断される可能性が大きいので、4800bps 

  以下での使用をお勧めします。 

  また、PCM 回線等で信号が増幅される場合、通信用ｱｯﾃﾈｰﾀ(PAT-600)で適正ﾚﾍﾞﾙに設定し使用して 

ください。 

・ 通信設定は『戻る』押下時、設定、記録され、次回起動時は設定内容で起動します。 

 

 

① 

② ③ 

④ 

⑤ 
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7.3.1. 時刻設定 (ｼｽﾃﾑ時計の変更) 

 

時刻変更部は『年』『月』『日』『時』『分』『秒』の部分に分かれています。 

  (1) 変更したい部分を押下すると<数値入力>画面が現れます。 

  (2) 変更する部分を選択し数値を入力して『登録』押下することで数値が変更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 変更箇所が複数ある場合には、この操作を繰り返して下さい。 

 

なお、設定値が不適正な場合（例：１３月、３２日等）には、不正である旨の表示がされますので改めて 

正しく設定して下さい。 

   また、<数値入力>画面で、『ｸﾘｱ』押下により、それまで入力した数値が消去されます。 

   『戻る』押下で、入力した数値を設定せずに元の数値のまま<ｼｽﾃﾑ設定>画面に戻ります。 

  

 (4) 時刻変更部が正確に修正されたことを確認し、『設定』押下してください。 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

・ 時刻設定はﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾗからリモートにより設定することも可能です。 

遠隔地に設置されたﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞの測定開始時に時刻設定をする事をおすすめ 

します。 

 

 

数値を入力し『登録』押下で 

数値が変更されます。 

数値を入力し『登録』押下で 

数値が変更されます。 

『設定』押下時にｼｽﾃﾑ時計 

は更新されます。 
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7.3.2. ﾌﾞｻﾞｰ鳴動 

 

操作時のﾌﾞｻﾞｰ鳴動を ON / OFF します。 

 

7.3.3. 通信設定 

 

  ﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾗと接続時の通信設定を行います。 

 

  (1) ﾗｲﾝ 

    通信に使用する、回線の種別を選択します 

 

  (2) ﾓﾃﾞﾑ 

     専用線(2W / 4W)使用時のﾓﾃﾞﾑの通信速度を設定します。 

     加入線使用時は自動速度設定を行い接続します。 

 

 
注意 

・ ﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾗと設定が有っていないと通信は出来ません。また、通信に関する各設定はﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾗ 

から設定することは出来ません。 

設置時には、 設置時にﾗｲﾝ（加入線、専用線 4W／2W）及び通信速度の設定後通信が正常に 

行われていることを確認して下さい。 

 

 
注意 

･ ﾘﾓｰﾄ通信の開始は『ﾒﾆｭｰ』または『ﾃﾞｰﾀ取込』、『試験ﾓｰﾄﾞ』でのみ有効となります。 

･ 装置設置後は必ず『ﾒﾆｭｰ』または『ﾃﾞｰﾀ取込』、『試験ﾓｰﾄﾞ』に設定して下さい。 
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7.4. ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 

 

ﾒﾆｭｰ画面から『ﾒﾝﾃﾅﾝｽ』押下により、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面となります。 

   

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面では、測定ﾃﾞｰﾀのﾊﾟｿｺﾝへの転送、削除、およびｽｷｬﾝﾃﾞｨｽｸによる内部ﾒﾓﾘの診断、装置の 

自己診断を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
No. 名称 内容 

① ﾌｧｲﾙ転送 測定ﾃﾞｰﾀをﾊﾟｿｺﾝに転送します。 

② INTERLINK  

③ 削除 内部ﾒﾓﾘに保存されている、測定ﾃﾞｰﾀを削除します。 

④ ｽｷｬﾝﾃﾞｨｽｸ 本体内部ﾒﾓﾘのﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑのﾁｪｯｸ、修正を行います。 

⑤ 自己診断 本体の測定回路やﾓﾃﾞﾑへのｱｸｾｽﾁｪｯｸを行います。 

⑥ 戻る ﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 

 

 

 
注意 

・ 測定終了後は測定ﾃﾞｰﾀをﾊﾟｿｺﾝに転送し、内部ﾒﾓﾘから削除するようにして下さい。 

  内部ﾒﾓﾘにﾃﾞｰﾀが残っていますと、最大測定可能日数は減少します。 

・ 測定ﾃﾞｰﾀの削除を行った後は必ず『ｽｷｬﾝﾃﾞｨｽｸ』を実行してください。 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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7.4.1. ﾌｧｲﾙ転送 

 

  内部ﾒﾓﾘに保存された測定ﾃﾞｰﾀをﾊﾟｿｺﾝに転送します。 

  ﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面で『ﾌｧｲﾙ転送』押下することで、ﾌｧｲﾙ転送状態となり、ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ﾊﾟｿｺﾝと『PC 通信用ｹｰﾌﾞﾙ(PWT-832)』で接続し、装置内部に保存されたﾌｧｲﾙを転送してください。 

  ﾌｧｲﾙの転送方法は【RPG-FT02 ﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 取扱説明書】を参照下さい。 

 

  『中止』押下で、ﾌｧｲﾙ転送状態を解除しﾀﾞｲｱﾛｸﾞを閉じます。 

 

 

7.4.2. INTERLINK 

 

  『INTERLINK』押下により、INTERLINK が起動します。 

 

  本ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝは、ﾊﾟｿｺﾝと接続することで本装置の内蔵ﾒﾓﾘをﾊﾟｿｺﾝの外部ﾄﾞﾗｲﾌﾞとして認識する為の 

  ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝで、測定ﾃﾞｰﾀのﾊﾟｿｺﾝへの転送に使用できます。 

   

 
注意 

・ 本ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝでﾊﾟｿｺﾝと接続するためには、ﾊﾟｿｺﾝに『INTERLNK』がｲﾝｽﾄｰﾙされている必要があります 

  が、『INTERLNK』は MS-DOS上で動作するｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝですので、ﾌｧｲﾙの転送には 7.4.1.ﾌｧｲﾙ転送 を 

  ご使用下さい。 

 

  INTERLNK 画面は外部ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝであるため、測定画面へ戻る事は出来ません。 

  電源ｽｲｯﾁを OFF/ON し再度起動してください。 

 

 

ﾊﾟｿｺﾝ ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞ 

PC 通信用ｹｰﾌﾞﾙ(PWT-832) 
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7.4.3. 削除 

 

  内部ﾒﾓﾘに保存された測定ﾃﾞｰﾀを削除します。 

   

  ﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面から『削除』押下により、ﾌｧｲﾙ削除画面となりますので不要なﾌｧｲﾙの削除を行ってください。 

 

 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

・ ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙは定期的にﾊﾟｿｺﾝに転送し、本装置の内部ﾒﾓﾘから削除し十分な空き容量を確保する事を 

  お勧めします。 

 

＊ 内部ﾒﾓﾘの空き容量が不足しますと、長期間の測定が出来ません。 

 

 

 
注意 

 

・ ﾌｧｲﾙの削除を行った後は、ｽｷｬﾝﾃﾞｨｽｸを実行しﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑの確認を行ってください。 

 

 

 

7.4.4. ｽｷｬﾝﾃﾞｨｽｸ 

 

  内部ﾒﾓﾘのﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑのﾁｪｯｸ、修復を行います。 

   

  ﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面で、『ｽｷｬﾝﾃﾞｨｽｸ』押下すると、ｽｷｬﾝﾃﾞｨｽｸ実行画面が表示され、ｼｽﾃﾑﾌｧｲﾙのﾁｪｯｸ、修復を 

  行います。 

 

  ｽｷｬﾝﾃﾞｨｽｸが終了しますと以下の表示となりますので、電源ｽｲｯﾁを OFF/ON し再起動してください。 

 

 

(1) 一覧から、削除を行うﾌｧｲﾙを選択します。 

選択されたﾌｧｲﾙは反転表示となります。 

(2) 『了解』押下により、指定されたﾌｧｲﾙが削除 

されます。 

 

・ １画面異常のﾌｧｲﾙが保存されている場合、『前項』、 

『次項』で全てのﾌｧｲﾙｦ検索可能です。 

・ 上部の『名前』、『種別』、『ｻｲｽﾞ順』、『日付順』 

でﾌｧｲﾙの並べ替えが可能です。 

・ 『一覧』押下でﾌｧｲﾙ名のみで一覧表示を行います。 

 

・ 『戻る』押下でﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面に戻ります 

 

**********************************

*スキャンディスクが終了しました。*

*電源をＯＦＦ／ＯＮして下さい。 *

**********************************

大井電気株式会社
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7.4.5. 自己診断 

 

  内部ﾒﾓﾘ容量や、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ、測定回路、ﾓﾃﾞﾑ、電源の診断を行います。 

 

  ﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面で『自己診断』押下すると、自己診断表示となります。 

 

 

  『実行』押下する事で自己診断を開始します。 

   ・ 各項目で問題がなければ “自己診断正常終了” と表示されます。 

   ・ 問題がある場合、異常を検出した項目で “ 異常終了 ”と表示し診断を停止します。 

 

  診断終了後、『戻る』押下でﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面に戻ってください。 

 

 

 

 



LRF-203 ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞ 

 

Oi Electric                                                       ＨＡＭ１９９５ 

16 

 

7.5. ﾁｬﾈﾙ設定 

 

測定ﾁｬﾈﾙの設定を行います。 

 

ﾒﾆｭｰ画面から『ﾁｬﾈﾙ設定』押下でﾁｬﾈﾙ設定画面となります。 

本装置は、様々な無線端局に接続するため以下の設定項目を用意しています。接続する装置に合わせ 

設定を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 ﾁｬﾈﾙ設定 】 

・ 使用ﾁｬﾈﾙ 

【 ﾁｬﾈﾙ詳細設定 】 

・ 方路名称 

・ 入力電圧ﾚﾝｼﾞ 

・ 電波強度ﾚﾝｼﾞ 

・ ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出ﾚﾍﾞﾙ 

 

【 ﾁｬﾈﾙ詳細設定 】 

・ 方路名称 

・ 入力電圧ﾚﾝｼﾞ 

・ 電波強度ﾚﾝｼﾞ 

・ ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出ﾚﾍﾞﾙ 

 

設定終了 
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7.5.1. ﾁｬﾈﾙ設定 

 

測定に使用するﾁｬﾈﾙを設定します。 

 

本装置は、ﾀﾞｲﾊﾞｼﾁ方式を採用する無線端局 4 方路分 

の測定が可能なように、2 ﾁｬﾝﾈﾙ毎を 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟとして 

計 8 ﾁｬﾈﾙの測定ﾁｬﾈﾙを用意しています。 

 

測定を行う無線端局、方路数にあわせ各ｸﾞﾙｰﾌﾟの使用 

ﾁｬﾈﾙを設定してください。 

 

設定終了後『詳細設定』押下でﾁｬﾈﾙ詳細設定に移動 

します。 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

・ ﾀﾞｲﾊﾞｼﾁ方式を採用している無線端末の各ﾁｬﾈﾙは必ず同一ｸﾞﾙｰﾌﾟに設定して下さい。 

  ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位に測定ﾃﾞｰﾀの解析を行います。各ｸﾞﾙｰﾌﾟの組み合わせは以下の通りとなります。 

   ｸﾞﾙｰﾌﾟ1 ： ﾁｬﾈﾙ1、ﾁｬﾈﾙ2使用 

   ｸﾞﾙｰﾌﾟ2 ： ﾁｬﾈﾙ3、ﾁｬﾈﾙ4使用 

   ｸﾞﾙｰﾌﾟ3 ： ﾁｬﾈﾙ5、ﾁｬﾈﾙ6使用 

   ｸﾞﾙｰﾌﾟ4 ： ﾁｬﾈﾙ7、ﾁｬﾈﾙ8使用 

・ ﾀﾞｲﾊﾞｼﾁ方式を採用していない(1ﾁｬﾈﾙのみ)無線端末の監視を行う場合は1ch使用を選択し必ず 

若番のﾁｬﾈﾙの測定端子をご使用下さい。 

   ｸﾞﾙｰﾌﾟ1 ： ﾁｬﾈﾙ1を使用 (ﾁｬﾈﾙ2は測定しません) 

   ｸﾞﾙｰﾌﾟ2 ： ﾁｬﾈﾙ3を使用 (ﾁｬﾈﾙ4は測定しません) 

   ｸﾞﾙｰﾌﾟ3 ： ﾁｬﾈﾙ5を使用 (ﾁｬﾈﾙ6は測定しません) 

   ｸﾞﾙｰﾌﾟ 4 ： ﾁｬﾈﾙ 7 を使用 (ﾁｬﾈﾙ 8 は測定しません) 
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7.5.2. ﾁｬﾈﾙ詳細設定 

 

ﾁｬﾈﾙ詳細設定では方路名称、電波強度ﾚﾝｼﾞ設定、 

   ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出ﾚﾍﾞﾙ設定、入力電圧ﾚﾝｼﾞ設定 

   を行います。 

   測定する無線端局あわせ各設定を行って下さい。 

 

設定はｸﾞﾙｰﾌﾟ毎となりますので使用するｸﾞﾙｰﾌﾟ全て 

   の設定を行って下さい。 

 

   各項目の設定終了後『AGC 設定』ﾎﾞﾀﾝで AGC ｶｰﾌﾞ 

   (電圧-ﾚﾍﾞﾙ変換表)の設定に移動します。 

 

 

 

7.5.2.1. 方路名称の設定 

 

監視する通信回線を識別するために方路名称を設定して下さい。 

 

方路名称の設定、変更は方路名称入力部をﾀｯﾁすると方路名称入力用ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されますので。 

任意の方路名称を設定して下さい。 

 

・ 英数字、仮名で入力可能です。 

・ 入力文字数は最大 40 文字です。 

・ 『方路名称消去』押下で全文字消去します。 

・ 『1文字消去』で最後の 1文字を消去します。 

・ 『戻る』で登録となります。 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

・ 設定された方路名称は測定ﾃﾞｰﾀの設定内容として付加され保存されます。測定ﾃﾞｰﾀの識別に役立ち 

ますので識別可能な名称を必ず設定する様にして下さい。 

･ 方路名称はｸﾞﾙｰﾌﾟ単位で設定可能です。 
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7.5.2.2. 入力電圧ﾚﾝｼﾞの設定 

 

無線端局の AGC ﾓﾆﾀ出力電圧の範囲を設定します。 

 

   入力電圧ﾚﾝｼﾞの設定は入力電圧設定部をﾀｯﾁすることで、入力ﾚﾝｼﾞ選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されますので、 

   ﾚﾝｼﾞを選択し『戻る』押下で設定してください。 

 

    設定はｸﾞﾙｰﾌﾟ単位で設定を行います。 

 

7.5.2.3. 電波強度ﾚﾝｼﾞの設定 

 

無線端局の AGC ﾓﾆﾀ出力電圧を受信強度(ﾚﾍﾞﾙ)に変換する範囲を設定します。 

   AGC ﾓﾆﾀ出力範囲、受信ﾚﾍﾞﾙ範囲を参考に設定を行ってください。 

 

   電波強度ﾚﾝｼﾞの設定は電波強度ﾚﾝｼﾞ設定部をﾀｯﾁすることで、電波強度ﾚﾝｼﾞ設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示 

   されますので、ﾚﾝｼﾞを選択し『戻る』押下で設定してください。 

 

 

    設定はﾁｬﾈﾙ単位で行います。 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

･ 電波強度ﾚﾝｼﾞは全てﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾚﾝｼﾞ75dBとなっています。ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出ﾚﾍﾞﾙを考慮し適切なﾚﾝｼﾞを設定 

して下さい。 
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7.5.2.4. ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出ﾚﾍﾞﾙの設定 

 

  ｱｯﾌﾟﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ及びﾀﾞｳﾝﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ 2 種類のﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出条件を設定可能です。 

 

   ・ｱｯﾌﾟﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞは設定された検出ﾚﾍﾞﾙ以上のﾚﾍﾞﾙが 60msec 以上連続で入力された場合検出となります。 

   ・ﾀﾞｳﾝﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞは設定ﾚﾍﾞﾙ以下のﾚﾍﾞﾙが 60msec 以上連続で入力された場合検出となります。 

 

  ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出ﾚﾍﾞﾙはﾁｬﾈﾙ毎に設定可能です。検出を行う場合は各ﾁｬﾈﾙの レ ﾏｰｸで検出を有効とし、 

  検出ﾚﾍﾞﾙの設定を行ってください。 

  検出ﾚﾍﾞﾙの設定は各検出ﾚﾍﾞﾙ部をﾀｯﾁすることでﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出ﾚﾍﾞﾙ入力用ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されるので、 

  ﾚﾍﾞﾙ設定後、『登録』押下で設定されます。 

 

  全測定ｸﾞﾙｰﾌﾟの設定終了後、『AGC 設定』押下で AGC ｶｰﾌﾞ設定画面となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

・ ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞが検出されますとﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴として発生の履歴が保存されますが最新800件のみ保存と 

なりますので、頻繁に発生するﾚﾍﾞﾙに設定されますと順次古いﾃﾞｰﾀは削除されます。 

・ 検出ﾚﾍﾞﾙの設定は無線端末の受信ﾚﾍﾞﾙ範囲、回線状態を考慮し最適値に設定して下さい。 

 

 

 

・－(ﾏｲﾅｽ)および、0～9(数値)ｷｰで検出ﾚﾍﾞﾙを 

設定します。 

・『ｸﾘｱ』押下で入力した数値をｸﾘｱします。 

・ 数値入力後『登録』押下で設定が登録されます。 

・『戻る』押下で設定を行わず、ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを閉じ 

ます。 
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7.5.2.5. AGC ｶｰﾌﾞの設定 

 

  無線端局の AGC ﾓﾆﾀ出力特性(AGC ﾓﾆﾀ出力電圧－受信強度変換表)の設定を行います。 

  測定する端末(ﾁｬﾈﾙ)毎に特性を入力して下さい。 

 

  設定は以下の手順で行ってください。 

 

(1) AGC ｶｰﾌﾞの傾き(右上がり/左上がり)の設定を行う。 

『初期化』を押下すると AGC ｶｰﾌﾞの初期ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが 

表示されるので、ｶｰﾌﾞの傾きを初期化してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 基本ﾎﾟｲﾝﾄの電波強度に対する AGC ﾓﾆﾀ電圧を 

登録します。 

 

設定はﾚﾍﾞﾙ毎の入力電圧値ﾎﾞｯｸｽをﾀｯﾁする 

と電圧入力ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されますので、ﾚﾍﾞﾙ 

毎の電圧を登録してください。 

 

(3) 詳細ﾎﾟｲﾝﾄの電波強度に対する AGC ﾓﾆﾀ電圧を 

登録します。 

 

各ﾚﾍﾞﾙ間の詳細ﾎﾞﾀﾝを押下すると、各ﾎﾟｲﾝﾄ間の 

ﾚﾍﾞﾙが 1dB 単位で表示されます。 

同様に登録を行ってください。 

 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

・ 線端末のAGC特性(電波強度-AGCﾓﾆﾀ電圧特性)はﾁｬﾈﾙ毎に異なります。 

  監視する無線端末のAGC特性表を参照の上正確に設定して下さい。 

・ ここで設定された特性に従って入力電圧を受信強度ﾚﾍﾞﾙに変換し測定を行いますので設定  

  内容は十分確認し測定を開始して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 



LRF-203 ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞ 

 

Oi Electric                                                       ＨＡＭ１９９５ 

22 

 

7.6. ﾃﾞｰﾀ取込 

 

  測定を行います。 

 

  ﾒﾆｭｰ画面から『ﾃﾞｰﾀ取込』押下でﾃﾞｰﾀ取込画面となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
No. 名称 内容 

① ｸﾞﾙｰﾌﾟ 切替ﾀｸﾞ 
 (ｸﾞﾙｰﾌﾟ 1～4) 

表示ｸﾞﾙｰﾌﾟ切り替え用ﾀｸﾞです。 
指定したｸﾞﾙｰﾌﾟのﾃﾞｰﾀを画面に表示します。 

② 収録ﾃﾞｰﾀ表示 
/ ﾘｱﾙﾀｲﾑ表示 

収録ﾃﾞｰﾀ表示 ： ﾃﾞｰﾀ取込中に指定したに辻のﾃﾞｰﾀを確認可能です。 
ﾘｱﾙﾀｲﾑ表示  ： 現在取り込んでいるﾃﾞｰﾀを表示します。 

③ 設定一覧 設定内容を表示します 

④ AGC ｶｰﾌﾞ 設定されている AGC ｶｰﾌﾞを表示します。 

⑤ 測定ﾃﾞｰﾀ 測定中のﾚﾍﾞﾙ(平均値)、電圧を表示します。 

⑥ 開始 / 停止 測定の開始 / 停止を行います。 

⑦ 1 時間 ｸﾞﾗﾌを 1 時間表示に切り替えます。 

⑧ 1 日 ｸﾞﾗﾌを 1 日表示に切り替えます。 

⑨ 1 ヶ月 ｸﾞﾗﾌを 1 ヶ月表示に切り替えます。 

⑩ 累積百分率 累積百分率を表示します。 

⑪ ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴 ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出履歴を表示します。 

⑫ 戻る ﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 

 

 

 

① ② ③ ④ 

⑤ 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 
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7.6.1. 設定一覧 

 

  ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎の設定内容を表示します。 

 

 

7.6.2. AGC ｶｰﾌﾞ 

 

  ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に設定された AGC ｶｰﾌﾞを表示します。 

 

 

 

・ 表示ｸﾞﾙｰﾌﾟの切替は ｸﾞﾙｰﾌﾟ切替ﾀｸﾞで行います。 

・ 『ｸﾞﾗﾌ表示』押下で測定画面に戻ります。 

 

 

・ 表示ｸﾞﾙｰﾌﾟの切替は ｸﾞﾙｰﾌﾟ切替ﾀｸﾞで行います。 

・ 『設定一覧』押下で設定一覧を表示します。 

・ 『ﾚﾍﾞﾙｸﾞﾗﾌ』押下で測定画面に戻ります。 
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7.6.3. 累積百分率 (ﾃﾞｰﾀ / ｸﾞﾗﾌ) 

 

  各ﾁｬﾈﾙ単位で受信強度分布を累積百分率として表示します 

 

 

 

   ・ ｸﾞﾙｰﾌﾟﾀｸﾞおよびﾁｬﾈﾙﾎﾞﾀﾝで各ﾁｬﾈﾙのﾃﾞｰﾀを確認可能です。 

   ・ DUAL はﾍﾟｱ 2 ﾁｬﾝﾈﾙの高い方のﾚﾍﾞﾙの累計となります。 

 

   ・ 累積百分率はﾁｬﾈﾙ毎に 1 日単位で管理(集計)されます。 

   ・ 過去のﾃﾞｰﾀは日付を設定することで確認可能です。 
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7.6.4. ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴 

 

  ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出時の履歴を表示します。 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

･ ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出は次の条件で検出となります。 

  ｱｯﾌﾟﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ：設定されたｱｯﾌﾟﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出ﾚﾍﾞﾙ以上のﾚﾍﾞﾙが60msec以上連続で入力された場合。 

  ﾀﾞｳﾝﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ：設定されたｱｯﾌﾟﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出ﾚﾍﾞﾙ以下のﾚﾍﾞﾙが60msec以上連続で入力された場合。 

･ ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴は各ﾁｬﾈﾙおよび、DUALそれぞれ最新800件が保存されます。 

  800件を超えると最旧の履歴から順次削除されます。 

・ DUALﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞはﾍﾟｱとなる２ﾁｬﾝﾈﾙが同時にﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出となった場合検出となります。 

・ ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴と共に【ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴詳細ｸﾞﾗﾌ】として、ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出20秒前～検出後40秒間の 

受信ﾚﾍﾞﾙ変動ｸﾞﾗﾌが保存されます。 

・ 【ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴詳細ｸﾞﾗﾌ】は測定停止後確認可能です。 

・ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出時ｱﾗｰﾑ出力が出力されます。 

 

 
注意 

・ ｱﾗｰﾑ出力部は無電圧接点ですので電圧を印可し使用する場合、最大印可可能電圧を超えない範囲で 

 使用してください。 

 

 

 

 

ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴には、発生日時・復旧日時、 

継続時間、種別、最低ﾚﾍﾞﾙ、最高ﾚﾍﾞﾙが 

表示されます。 

 

 種別  ： UP   ：ｱｯﾌﾟﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ 

         DOWN：ﾀﾞｳﾝﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ 

 最高値 ： ｱｯﾌﾟﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出中の最高ﾚﾍﾞﾙを 

表示します。 

 最低値 ： ﾀﾞｳﾝﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出中の最低ﾚﾍﾞﾙを 

表示します。 
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7.7. 試験ﾓｰﾄﾞ 

 

  試験ﾓｰﾄﾞは本装置設置時の確認、無線端末調整時および、ｱﾝﾃﾅ調整時の確認用です。 

 

試験ﾓｰﾄﾞでは 20msec でｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞしたﾃﾞｰﾀを 1 秒単位でまとめ最大値、最小値、平均値を表示します 

のでﾃﾞｰﾀ取込の 1 分単位に比べ受信感度ﾚﾍﾞﾙの変動がより詳細に確認できます。 

ただし、試験ﾓｰﾄﾞでは測定を開始しても測定ﾃﾞｰﾀはﾌｧｲﾙに保存せず、『強制取込』ﾎﾞﾀﾝが押下された時 

表示されているｸﾞﾗﾌ(1 分間分)のみ保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
No. 名称 内容 

① ｸﾞﾙｰﾌﾟ 切替ﾀｸﾞ 
 (ｸﾞﾙｰﾌﾟ 1～4) 

表示ｸﾞﾙｰﾌﾟ切り替え用ﾀｸﾞです。 
指定したｸﾞﾙｰﾌﾟのﾃﾞｰﾀを画面に表示します。 

② 強制取込  

③ 設定一覧 設定内容を表示します 

④ AGC ｶｰﾌﾞ 設定されている AGC ｶｰﾌﾞを表示します。 

⑤ 測定ﾃﾞｰﾀ 測定中のﾚﾍﾞﾙ(平均値)、電圧を表示します。 

⑥ 開始 / 停止 測定の開始 / 停止を行います。 

⑦ 戻る ﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 

 

 

 
注意 

･ 測定ﾃﾞｰﾀの保存は『強制取込』ﾎﾞﾀﾝ押下時のみとなりますので長時間の測定（監視）を行う場合は 

『ﾃﾞｰﾀ取込』をご使用下さい。 

また、『試験ﾓｰﾄﾞ』中にﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞを検出してもﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴として保存されません 

 

 

① 

② 

③ ④ 
⑤ 

⑥ 
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7.8. ﾌｧｲﾙ読込 
 

ﾃﾞｰﾀ取込または、試験ﾓｰﾄﾞで保存されたﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを読み込み表示します。 

 

ﾒﾆｭｰから『ﾌｧｲﾙ読込』を選択すると保存されているﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの選択用ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されますので 

読み込むﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを選択し『了解』を押下して下さい。 

 

 

 

 

 

No. 名称 内容 

① 名前順 / *名前順 数字・ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄの昇順/降順に表示します。 

② 種別順 / *種別順 ﾌｧｲﾙの種別順に表示します。 
 *.LR6 ： ﾃﾞｰﾀ取込測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙです。 
 *.LR9 ： 試験ﾓｰﾄﾞ測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙです。 

③ ｻｲｽﾞ順 / *ｻｲｽﾞ順 ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙのｻｲｽﾞの昇順/降順に表示します。 

④ 日付順 / *日付順 ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの日付の昇順/降順に表示します。 

 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

･ ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙは定期的にお手持ちのﾊﾟｿｺﾝに転送し、本装置から削除することにより、十分な空  

容量を確保することをおすすめします。 

 

内部ﾒﾓﾘの空き容量が減少しますと長時間の測定が出来ません。 

 

 

 

 

 

 

① ② ③ ④ 

読み込むﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの行をﾀｯﾁすると反転

文字となります。指定は１ﾌｧｲﾙずつとなり

ます。 

 

 ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの指定時には『前頁』、『次頁』

で全て のﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを検索することができ

ます。 

 また、上部の『名前』，『種別』，『ｻｲｽﾞ

順』，『日付 順』でﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの並べ替え

が可能です。 

 

 

 『戻る』ﾎﾞﾀﾝでﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 
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7.8.1. 『ﾃﾞｰﾀ取込』ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ (*.LR6) の読込 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
No. 名称 内容 

① ｸﾞﾙｰﾌﾟ 切替ﾀｸﾞ 
 (ｸﾞﾙｰﾌﾟ 1～4) 

表示ｸﾞﾙｰﾌﾟ切り替え用ﾀｸﾞです。 
指定したｸﾞﾙｰﾌﾟのﾃﾞｰﾀを画面に表示します。 

② 設定一覧 設定内容を表示します 

③ AGC ｶｰﾌﾞ 設定されている AGC ｶｰﾌﾞを表示します。 

④ 1 時間 ｸﾞﾗﾌを 1 時間表示に切り替えます。 

⑤ 1 日 ｸﾞﾗﾌを 1 日表示に切り替えます。 

⑥ 1 ヶ月 ｸﾞﾗﾌを 1 ヶ月表示に切り替えます。 

⑦ 累積百分率 累積百分率を表示します。 

⑧ ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴 ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出履歴を表示します。 

⑨ 戻る ﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 

 

 

① ② ③ 

④ ⑤

ｖ 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 
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7.8.1.1. 設定一覧 

 

  ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎の設定内容を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.8.1.2. AGC ｶｰﾌﾞ 
 

  ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に設定された AGC ｶｰﾌﾞを表示します。 

 

 

 

 

・ 表示ｸﾞﾙｰﾌﾟの切替は ｸﾞﾙｰﾌﾟ切替ﾀｸﾞで行います。 

・ 『ｸﾞﾗﾌ表示』押下で測定画面に戻ります。 

 

・ 表示ｸﾞﾙｰﾌﾟの切替は ｸﾞﾙｰﾌﾟ切替ﾀｸﾞで行います。 

・ 『設定一覧』押下で設定一覧を表示します。 

・ 『ﾚﾍﾞﾙｸﾞﾗﾌ』押下で測定画面に戻ります。 
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7.8.1.3. 累積百分率 (ﾃﾞｰﾀ / ｸﾞﾗﾌ) 
 

  各ﾁｬﾈﾙ単位で受信強度分布を累積百分率として表示します 

 

 

 

   ・ ｸﾞﾙｰﾌﾟﾀｸﾞおよびﾁｬﾈﾙﾎﾞﾀﾝで各ﾁｬﾈﾙのﾃﾞｰﾀを確認可能です。 

   ・ DUAL はﾍﾟｱ 2 ﾁｬﾝﾈﾙの高い方のﾚﾍﾞﾙの累計となります。 

 

   ・ 累積百分率は各ﾁｬﾈﾙ毎に 1 日単位で管理(集計)されます。 

   ・ 過去のﾃﾞｰﾀは日付を設定することで確認可能です。 
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7.8.1.4. ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴 

 

  ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出時の履歴を表示します。 

 

保存されているﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴は各ﾁｬﾈﾙ毎に最新 800 件で、発生時刻、復旧時刻、継続時間、 

ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ種別(ｱｯﾌﾟﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ／ﾀﾞｳﾝﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ)及び、ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ発生中の最高値、最低値の他 

ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出時の受信感度の変動を検出前 20 秒，後 40 秒間をそれぞれ【ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴詳細ｸﾞﾗﾌ】 

として保存しています。 

 

【ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴詳細ｸﾞﾗﾌ】は、▲，▼ｷｰで履歴をｽｸﾛｰﾙしﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴詳細ｸﾞﾗﾌを表示したい 

ﾃﾞｰﾀ(履歴)を選択し(選択されたﾃﾞｰﾀ(履歴)は反転表示します。)『ｸﾞﾗﾌ』ﾎﾞﾀﾝ押下で詳細ｸﾞﾗﾌを 

表示します。 

 

 

 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

・ ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴詳細ｸﾞﾗﾌは20msecでｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞされたﾃﾞｰﾀを1秒単位で最大値、最小値、平均値 

 にまとめ、ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出前20秒／後40秒の1分間の受信強度変動ｸﾞﾗﾌとして保存します。 

 

ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴には、発生日時・復旧日時、 

継続時間、種別、最低ﾚﾍﾞﾙ、最高ﾚﾍﾞﾙが 

表示されます。 

 

 種別  ： UP   ：ｱｯﾌﾟﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ 

         DOWN：ﾀﾞｳﾝﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ 

 最高値 ： ｱｯﾌﾟﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出中の最高ﾚﾍﾞﾙを 

表示します。 

 最低値 ： ﾀﾞｳﾝﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出中の最低ﾚﾍﾞﾙを 

表示します。 

 

 

詳細で確認したいﾃﾞｰﾀを選択

し『ｸﾞﾗﾌ』押下で詳細ｸﾞﾗﾌを

表示します。 

20 秒 40 秒 

ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ詳細ｸﾞﾗﾌは、ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出前 20 秒 

後 40 秒を記録します。 
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7.8.2. 試験ﾓｰﾄﾞ測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ (*.LR9) の読込 

 

  試験ﾓｰﾄﾞで保存された測定ﾃﾞｰﾀを表示します。 

 

 

 
No. 名称 内容 

① 戻る ﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 

 

 

 

① 

 



LRF-203 ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞ 

 

Oi Electric                                                       ＨＡＭ１９９５ 

33 

 

8. ﾊﾟｿｺﾝを使用したﾃﾞｰﾀ確認方法 

 

測定ﾃﾞｰﾀは全てﾊﾟｿｺﾝに転送しﾊﾟｿｺﾝ上で解析可能です。 

ﾊﾟｿｺﾝ上でのﾃﾞｰﾀ確認のために以下のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝが標準で準備されております。 

 

各ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝのｲﾝｽﾄｰﾙ方法および、使用方法は巻末の 

 『補足説明１：ﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-FT02)取扱説明』 

 『補足説明 2：ﾌｧｲﾙ変換ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-FC03)取扱説明』 

 『補足説明 3：ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞ PC 処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-LRF06)取扱説明』 

を、それぞれ参照下さい。 

 

8.1. ﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ (RPG-FT02) 

 

保存ﾃﾞｰﾀをﾊﾟｿｺﾝに転送するためのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝです。 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

･ 『ﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ (RPG-FT02)』はWindows用ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝです。 

   

Windows XP、7 上で動作します。 

 

 

 

8.2. ﾌｧｲﾙ変換ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ (RPG-FC03) 

 

ﾊﾟｿｺﾝに転送された測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを CSV 形式ﾌｧｲﾙに変換するためのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝです。 

   CSV 形式ﾌｧｲﾙに変換することで市販の表計算ｿﾌﾄ等で読込可能です。 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

･ 『ﾌｧｲﾙ変換ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ (RPG-FC03)』はWindows用ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝです。 

   

Windows XP、7 上で動作します。 

 

 

 

8.3. ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞ PC 処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ (RPG-LRF06) 

 

ﾊﾟｿｺﾝ上に転送された測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙをｸﾞﾗﾌ表示で確認可能です。 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

･ 『ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞPC処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ (RPG-LRF06)』はWindows用ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝです。 

   

Windows XP、7 上で動作します。 
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補足説明 1 ： ﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ (RPG-FT02) 取扱説明 
 

1.概要 
  ﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-FT02)は以下の測定器からﾊﾟｿｺﾝに測定ﾃﾞｰﾀを転送するためのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝです。 

 

  【ﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-FT02)が対応する測定器】 
装置型名 装置名称 備考 

LRF-202 ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞ  

LRF-203   

LRR-202 ﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾗ  

 

2.動作環境 
  ﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-FT02)は Windows 用ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝです。 

   

  Windows XP、７ 上で動作します。 

 

3.ｲﾝｽﾄｰﾙ方法 
  ﾊﾟｿｺﾝの CD ﾄﾞﾗｲﾌﾞに、添付の CD-R をｾｯﾄし以下の手順で『ﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-FT02)』を 

  ｾｯﾄｱｯﾌﾟしてください。 

 

① CD-R のｾｯﾄされているﾄﾞﾗｲﾌﾞを開き、ﾌｫﾙﾀﾞ『RPG-FT02』をﾌｫﾙﾀﾞごとﾊﾟｿｺﾝの任意のﾄﾞﾗｲﾌﾞに 

コピーしてください。 

 

② ﾊﾟｿｺﾝにｺﾋﾟｰしたﾌｫﾙﾀﾞ『RPG-FT02』を開き、ﾌｫﾙﾀﾞ内の全てのﾌｧｲﾙ、ﾌｫﾙﾀﾞを全て選択します。 

 

 

 

 

 

③ 選択したﾌｧｲﾙ、およびｻﾌﾞﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ内の全てのﾌｧｲﾙ属性の“読み取り専用(R)”を解除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  これで、ﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-FT02)のｲﾝｽﾄｰﾙは終了です。 

  ﾌｫﾙﾀﾞ内の RPG-FT02.exe を実行しｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝが起動することを確認してください。 

 

4.ｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙ方法 
  ﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-FT02)のｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙはﾊﾟｿｺﾝのﾄﾞﾗｲﾌﾞにｲﾝｽﾄｰﾙされたﾌｫﾙﾀﾞ『RPG-FT02』を 

  削除することで行います 

 

 
注意 

･ ﾌｫﾙﾀﾞ内に測定ﾃﾞｰﾀを転送していた場合、ﾌｫﾙﾀﾞの削除により測定ﾃﾞｰﾀも削除されていまいます。 

 ﾌｫﾙﾀﾞの削除を行う前に必ず、必要な測定ﾃﾞｰﾀが保存されていないことを確認してください。 

 

ﾌｧｲﾙとﾌｫﾙﾀﾞを全て選択する手順 

(1)ﾌｫﾙﾀﾞ『RPG-FT02』を開きます。 

(2)ﾌｫﾙﾀﾞﾒﾆｭｰの 編集(S) をｸﾘｯｸし 全て選択(A) をｸﾘｯｸします。 

属性変更手順 

 ②の手順によりﾌｫﾙﾀﾞ内の全てのﾌｧｲﾙが選択されている状態で以下の手順でﾌｧｲﾙの属性 

 を変更します 

 

(1)ﾌｫﾙﾀﾞﾒﾆｭｰの ﾌｧｲﾙ(F) をｸﾘｯｸしますし ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ(R) をｸﾘｯｸします。 

(2)ﾌｧｲﾙのﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨが表示されますので レ 読み取り専用(R) のﾁｪｯｸを解除し 

適用(A) をｸﾘｯｸして下さい。 
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5.使い方 
  ﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-FT02)は以下の手順でご使用下さい。 

 

  ① ﾊﾟｿｺﾝと装置の接続 

    ﾊﾟｿｺﾝの通信ﾎﾟｰﾄ(COM)と測定器の SERIAL PORT を PC 通信用ｹｰﾌﾞﾙ(PWT-832)で接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② ﾌｧｲﾙ転送待ち受け 

    ﾌｧｲﾙ転送を行うには測定器は ﾌｧｲﾙ転送の待ち受け状態 になっている必要が有ります。 

    測定器の ﾒﾆｭｰ画面から 『ﾒﾝﾃﾅﾝｽ』→『ﾌｧｲﾙ転送』 で待ち受け状態となります。 

 

  ③ ﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-FT02)の起動 

    ﾌｫﾙﾀﾞ『RPG-FT02』内の RPG-FT02.exe を実行してください。 

 

  ④ 通信ﾎﾟｰﾄの選択と測定器機種名の選択 

    ﾊﾟｿｺﾝの通信ﾎﾟｰﾄと接続された測定器の機種名を設定してください。 

 

 

 

 

 

  

ﾊﾟｿｺﾝ   装置   

PC 通信用ｹｰﾌﾞﾙ (PWT - 832)   

ﾍﾙﾌﾟ 

 ﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-FT02) 

 の取扱説明が表示されます。 

装置名選択 

 接続する測定器を選択します。 

  

ﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾗ選択時は装置番号 

も設定してください。 

通信ﾎﾟｰﾄ 

 ﾊﾟｿｺﾝの通信ﾎﾟｰﾄを設定します。 

終了 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを終了します。 

接続 

 測定器を接続します。 

 設定終了押下してください。 
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  ⑤ 測定器に保存された測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの選択と転送 

    測定器と接続すると、測定器に保存された測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙが一覧表示されます。 

    転送するﾌｧｲﾙを選択し『転送開始』押下で指定したﾌｧｲﾙの転送が開始されます。 

 

 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

･ 転送した測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙはﾊﾞｲﾅﾘ形式で保存されており、そのままではﾊﾟｿｺﾝで表示 

できません。 

ﾌｧｲﾙ変換ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-FC03) でCSV形式ﾌｧｲﾙに変換してください。 

 

 
注意 

･ 測定ﾃﾞｰﾀを加工する際は、必ずﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟを取ってから行ってください。 

 

ﾌｧｲﾙ選択 

転送開始 
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補足説明 2 ： ﾌｧｲﾙ変換ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ (RPG-FC03) 取扱説明 
 

1.概要 
  ﾌｧｲﾙ変換ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-FC03)は以下の測定器の測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを CSV 形式ﾌｧｲﾙに変換するｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 

です。 

 

  【ﾌｧｲﾙ変換ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-FC03)が対応する測定器】 
装置型名 装置名称 備考 

LRF-202 ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞ  

LRF-203   

LRR-202 ﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾗ  

 

2.動作環境 
  ﾌｧｲﾙ変換ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-FC03)は Windows 用ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝです。 

   

  Windows XP、７ 上で動作します。 

 

3.ｲﾝｽﾄｰﾙ方法 
  ﾊﾟｿｺﾝの CD ﾄﾞﾗｲﾌﾞに、添付の CD-R をｾｯﾄし以下の手順で『ﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-FT02)』を 

  ｾｯﾄｱｯﾌﾟしてください。 

 

④ CD-R のｾｯﾄされているﾄﾞﾗｲﾌﾞを開き、ﾌｫﾙﾀﾞ『RPG-FC03』をﾌｫﾙﾀﾞごとﾊﾟｿｺﾝの任意のﾄﾞﾗｲﾌﾞに 

コピーしてください。 

 

⑤ ﾊﾟｿｺﾝにｺﾋﾟｰしたﾌｫﾙﾀﾞ『RPG-FC03』を開き、ﾌｫﾙﾀﾞ内の全てのﾌｧｲﾙ、ﾌｫﾙﾀﾞを全て選択します。 

 

 

 

 

 

⑥ 選択したﾌｧｲﾙ、およびｻﾌﾞﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ内の全てのﾌｧｲﾙ属性の“読み取り専用(R)”を解除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  これで、ﾌｧｲﾙ変換ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-FC03)のｲﾝｽﾄｰﾙは終了です。 

  ﾌｫﾙﾀﾞ内の RPG-FC03.exe を実行しｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝが起動することを確認してください。 

 

4.ｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙ方法 
  ﾌｧｲﾙ変換ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-FC03)のｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙはﾊﾟｿｺﾝのﾄﾞﾗｲﾌﾞにｲﾝｽﾄｰﾙされたﾌｫﾙﾀﾞ『RPG-FC03』を 

  削除することで行います 

 

 
注意 

･ ﾌｫﾙﾀﾞ内に測定ﾃﾞｰﾀを転送していた場合、ﾌｫﾙﾀﾞの削除により測定ﾃﾞｰﾀも削除されていまいます。 

 ﾌｫﾙﾀﾞの削除を行う前に必ず、必要な測定ﾃﾞｰﾀが保存されていないことを確認してください。 

 

 

ﾌｧｲﾙとﾌｫﾙﾀﾞを全て選択する手順 

(1)ﾌｫﾙﾀﾞ『RPG-FC03』を開きます。 

(2)ﾌｫﾙﾀﾞﾒﾆｭｰの 編集(S) をｸﾘｯｸし 全て選択(A) をｸﾘｯｸします。 

属性変更手順 

 ②の手順によりﾌｫﾙﾀﾞ内の全てのﾌｧｲﾙが選択されている状態で以下の手順でﾌｧｲﾙの属性 

 を変更します 

 

(1) ﾌｫﾙﾀﾞﾒﾆｭｰの ﾌｧｲﾙ(F) をｸﾘｯｸしますし ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ(R) をｸﾘｯｸします。 

(2) ﾌｧｲﾙのﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨが表示されますので レ 読み取り専用(R) のﾁｪｯｸを解除し 

適用(A) をｸﾘｯｸして下さい。 
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5.ﾌｧｲﾙ変換ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの使い方 
 ﾌｧｲﾙ変換ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-FC03)は以下の手順で使用してください。 

 

 
注意 

･ 変換を行う測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙは必ず事前にﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟを行って下さい。 

 

 ① ﾌｧｲﾙ変換ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-FC03)の起動 

   ﾌｫﾙﾀﾞ『RPG-FC03』内の RPG-FC03.exe を実行してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾍﾙﾌﾟ 

 ﾌｧｲﾙ変換ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-FC03)取扱説明を 

表示します 

ﾃﾞｰﾀ取込測定ﾃﾞｰﾀの変換 

 ﾃﾞｰﾀ取込で測定したﾃﾞｰﾀの変換を 

行います。 

試験ﾓｰﾄﾞ測定ﾃﾞｰﾀの変換 

 試験ﾓｰﾄﾞで測定したﾃﾞｰﾀの変換を 

行います。 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの終了 

 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを終了します。 
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 ② ﾃﾞｰﾀ取込測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの変換 

   変換を行うﾃﾞｰﾀおよび、変換を行ったﾃﾞｰﾀの保存先を設定し『変換開始』押下により、『ﾃﾞｰﾀ取込』ﾃﾞｰﾀ 

ﾌｫﾙﾀﾞ内のﾃﾞｰﾀを一覧表示し、順次変換を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

・ 変換元ﾌｫﾙﾀﾞを設定すると保存先ﾌｫﾙﾀﾞは“*.CSV”ﾌｫﾙﾀﾞに設定されます。 

  保存先を変更する場合は保存先の『変更』により変更してください。 

・ 変換後のﾌｧｲﾙは全て拡張子が“CSV”となります。 

 

変換開始 

 ﾌｧｲﾙ変換を開始します。 

変換ﾌｧｲﾙ 

 変換を行うﾌｧｲﾙを選択してください。 

保存先 

 変換を行ったﾌｧｲﾙの保存先を設定してください。 

 * 変換元ﾌｧｲﾙを設定すると、自動的に同一ﾌｫﾙﾀﾞ内に 

  “*.csv”ﾌｫﾙﾀﾞを生成します。 

 

ﾌｫﾙﾀﾞ参照ﾀﾞｲｱﾛｸﾞで変換を行うﾌｫﾙﾀﾞ、 

保存先ﾌｫﾙﾀﾞの指定を行います。 

ﾌｫﾙﾀﾞ内のﾃﾞｰﾀを一覧表示し順次変換を行います。 
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 ③ 試験ﾓｰﾄﾞ測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの変換 

   変換を行うﾃﾞｰﾀおよび、変換を行ったﾃﾞｰﾀの保存先を設定し『変換開始』押下により、『試験ﾓｰﾄﾞ』ﾃﾞｰﾀ 

の変換を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

・ 変換元ﾌｫﾙﾀﾞを設定すると保存先ﾌｫﾙﾀﾞは“*.CSV”ﾌｫﾙﾀﾞに設定されます。 

  保存先を変更する場合は保存先の『変更』により変更してください。 

・ 変換後のﾌｧｲﾙは全て拡張子が“CSV”となります。 

 

 

 

変換開始 

 ﾌｧｲﾙ変換を開始します。 

 

変換ﾌｧｲﾙ、保存ﾌｧｲﾙを指定します。 

変換ﾌｧｲﾙ 

 変換元ﾌｧｲﾙを設定してください。 

保存先 

 保存ﾌｧｲﾙ名を設定してください。 
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補足説明 3 ： ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞ PC 処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ (RPG-LRF06) 取扱説明 
 

1.概要 
ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞ PC 処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-LRF06)はﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞの測定ﾃﾞｰﾀをﾊﾟｿｺﾝ上で確認する為の 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝです。 

 

2.動作環境 
 ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞ PC 処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-LRF06)は Windows 用ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝです。 

   

  Windows XP、７ 上で動作します。 

 

3.ｲﾝｽﾄｰﾙ方法 
ﾊﾟｿｺﾝのCD ﾄﾞﾗｲﾌﾞに、添付のCD-Rをｾｯﾄし以下の手順で『ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞ PC処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-LRF06)』 

をｾｯﾄｱｯﾌﾟしてください。 

 

⑦ CD-R のｾｯﾄされているﾄﾞﾗｲﾌﾞを開き、ﾌｫﾙﾀﾞ『RPG-LRF06』をﾌｫﾙﾀﾞごとﾊﾟｿｺﾝの任意のﾄﾞﾗｲﾌﾞに 

コピーしてください。 

 

⑧ ﾊﾟｿｺﾝにｺﾋﾟｰしたﾌｫﾙﾀﾞ『RPG-LRF06』を開き、ﾌｫﾙﾀﾞ内の全てのﾌｧｲﾙ、ﾌｫﾙﾀﾞを全て選択します。 

 

 

 

 

 

⑨ 選択したﾌｧｲﾙ、およびｻﾌﾞﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ内の全てのﾌｧｲﾙ属性の“読み取り専用(R)”を解除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  これで、ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞ PC 処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-LRF06)のｲﾝｽﾄｰﾙは終了です。 

  ﾌｫﾙﾀﾞ内の RPG-LRF06.exe を実行しｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝが起動することを確認してください。 

 

4.ｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙ方法 
ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞ PC 処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-LRF06)のｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙはﾊﾟｿｺﾝのﾄﾞﾗｲﾌﾞにｲﾝｽﾄｰﾙされた 

ﾌｫﾙﾀﾞ『RPG-LRF06』を削除することで行います 

 

 
注意 

･ ﾌｫﾙﾀﾞ内に測定ﾃﾞｰﾀを転送していた場合、ﾌｫﾙﾀﾞの削除により測定ﾃﾞｰﾀも削除されていまいます。 

 ﾌｫﾙﾀﾞの削除を行う前に必ず、必要な測定ﾃﾞｰﾀが保存されていないことを確認してください。 

 

ﾌｧｲﾙとﾌｫﾙﾀﾞを全て選択する手順 

(1) ﾌｫﾙﾀﾞ『RPG-LRF06』を開きます。 

(2) ﾌｫﾙﾀﾞﾒﾆｭｰの 編集(S) をｸﾘｯｸし 全て選択(A) をｸﾘｯｸします。 

属性変更手順 

 ②の手順によりﾌｫﾙﾀﾞ内の全てのﾌｧｲﾙが選択されている状態で以下の手順でﾌｧｲﾙの属性 

 を変更します 

 

(1) ﾌｫﾙﾀﾞﾒﾆｭｰの ﾌｧｲﾙ(F) をｸﾘｯｸしますし ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ(R) をｸﾘｯｸします。 

(2) ﾌｧｲﾙのﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨが表示されますので レ 読み取り専用(R) のﾁｪｯｸを解除し 

適用(A) をｸﾘｯｸして下さい。 
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5.起動方法 

ﾌｫﾙﾀﾞ『RPG-LRF06』内の RPG-LRF06.exe を実行してください。 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝが起動し、以下の画面が表示されます。 

 

 

6.操作の流れ 

 ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞ PC 処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(RPG-LRF06)の基本操作の流れは以下の通りです。 

 

 ① ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの起動 

 

 ② ﾌｧｲﾙ読込 

   ﾊﾟｿｺﾝに転送された測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを選択し読込を行います。 

 

 ③ 測定ﾃﾞｰﾀの確認と設定内容の確認 

   読み込んだ測定ﾃﾞｰﾀを表示しますので、電波強度ｸﾞﾗﾌ、累積百分率、や設定一覧、AGC ｶｰﾌﾞの 

   確認が可能です。 

 

 ④ ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの終了 

   ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを終了します。 
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7.画面説明 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

   ﾂｰﾙﾊﾞｰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・  

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾂｰﾙﾊﾞｰ 

電波強度ｸﾞﾗﾌ 

測定ﾃﾞｰﾀ一覧 ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴 

 

 

表示ﾃﾞｰﾀを選択 表示ｸﾞﾙｰﾌﾟを選択 ﾌｧｲﾙを開く 
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7.1.電波強度ｸﾞﾗﾌ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
No. 名称 内容 

① 選択ﾃﾞｰﾀ ｸﾞﾗﾌ上で選択したﾃﾞｰﾀを表示します。ｸﾞﾗﾌ上ﾏｳｽ(左)ｸﾘｯｸにて選択ﾏｰｸが表示され、 
選択箇所のﾃﾞｰﾀが測定ﾃﾞｰﾀ一覧で反転表示されます。 

② ｸﾞﾗﾌ表示 最大値/最小値/平均値のﾚﾍﾞﾙ変動をｸﾞﾗﾌ表示します。 

③ ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出ﾚﾍﾞﾙ 設定されていたﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出ﾚﾍﾞﾙを表示します。 

④ ｽｸﾛｰﾙﾊﾞｰ ｸﾞﾗﾌのｽｸﾛｰﾙを行います。 

⑤ ﾃﾞｰﾀ部表示切替 測定ﾃﾞｰﾀ一覧、ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴等を非表示にし、ｸﾞﾗﾌを全表示に切り替えます。 

⑥ 日時指定移動 日時指定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを表示し、指定日時のﾃﾞｰﾀ位置にｸﾞﾗﾌ、ﾃﾞｰﾀを移動します。 

⑦ ｸﾞﾗﾌ表示切替 電波強度ｸﾞﾗﾌの表示間隔を切り替えます。 

⑧ 表示間隔切替 電波強度ｸﾞﾗﾌを各ﾁｬﾈﾙ単位表示または、複数表示に切り替えます。 

⑨ 履歴選択ﾁｬﾈﾙ 選択したﾁｬﾈﾙのﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴ﾃﾞｰﾀを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出ﾚﾍﾞﾙ 

① 選択ﾃﾞｰﾀ ② ｸﾞﾗﾌ表示 ① 選択ﾃﾞｰﾀ ④ ｽｸﾛｰﾙﾊﾞｰ 

⑤ ﾃﾞｰﾀ部表示切替 

⑥ 日時指定移動 

⑦ ｸﾞﾗﾌ表示切替 

⑧ 表示間隔切替 ⑨ 履歴選択ﾁｬﾈﾙ 
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7.2.測定ﾃﾞｰﾀ一覧 

 

 

 

 
No. 名称 内容 

① 測定ﾃﾞｰﾀ一覧 測定ﾃﾞｰﾀを一覧で表示します。 
表示内容は 最大値(MAX)/最小値(MIN)/平均値(AVE)および、DUAL値を表示します。 

  
 * 使用しないに設定されたﾁｬﾈﾙにはﾃﾞｰﾀは表示されません。 
 * ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞが発生しているﾃﾞｰﾀはｱｶ文字(ﾀﾞｳﾝﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ)/青文字(ｱｯﾌﾟﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ)で 
   表示されます。 

② 選択位置 ｸﾞﾗﾌで選択した位置が反転表示されます。 
また、測定ﾃﾞｰﾀ一覧で選択した場合、ｸﾞﾗﾌのﾏｰｸも選択位置に移動します。 

③ ｽｸﾛｰﾙﾊﾞｰ ﾃﾞｰﾀのｽｸﾛｰﾙを行います。 

 

 

7.3.ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴 

 

 

 

 

 
No. 名称 内容 

① ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴一覧 ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴を一覧表示します。 
ﾃﾞｰﾀをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸすることで、ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴詳細表示を開きます。 

② ｽｸﾛｰﾙﾊﾞｰ 一覧のｽｸﾛｰﾙを行います。 

 

 

測定ﾃﾞｰﾀ一覧 ② 選択位置 

③ ｽｸﾛｰﾙﾊﾞｰ 

 

ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸ 

① ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴一覧 

② ｽｸﾛｰﾙﾊﾞｰ 
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7.4.設定内容 

 

 

 

 

 
No. 名称 内容 

① 設定内容 設定内容を表示します・ 
 
 【表示内容】 
  ・ 使用条件       ： 各ﾁｬﾈﾙの使用条件を表示します。 
  ・ 方路名称       ： 方路名称を表示します。 
  ・ 電圧ﾚﾝｼﾞ       ： 電圧ﾚﾝｼﾞを表示します。 
  ・ 電波強度ﾚﾝｼﾞ    ： 電波強度ﾚﾝｼﾞを表示します。 
  ・ ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出ﾚﾍﾞﾙ ： 各ﾁｬﾈﾙのﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ検出ﾚﾍﾞﾙを表示します。 

② 表示ｸﾞﾙｰﾌﾟ 表示ｸﾞﾙｰﾌﾟの選択を行います。 

 

 

 ① 設定内容 

② 表示ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
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7.5.累積百分率 ﾃﾞｰﾀ / ｸﾞﾗﾌ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
No. 名称 内容 

① 表示ｸﾞﾙｰﾌﾟ 表示ｸﾞﾙｰﾌﾟを選択します。 

② 表示ﾁｬﾈﾙ 表示ﾁｬﾈﾙを選択します。 

③ ﾘｽﾄ / ｸﾞﾗﾌ 表示を ﾘｽﾄ / ｸﾞﾗﾌ と切替えます。 

④ 選択範囲 集計範囲の設定を行います。 

 

 

 

① 表示ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

② 表示ﾁｬﾈﾙ 

③ ﾘｽﾄ / ｸﾞﾗﾌ切替 

④ 選択範囲 

 

① 表示ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

② 表示ﾁｬﾈﾙ 

③ ﾘｽﾄ / ｸﾞﾗﾌ切替 

④ 選択範囲 
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8.ﾌｧｲﾙ読込 
  ﾊﾟｿｺﾝに保存されている測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを読み込みます。 

 

8.1.測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ(*.LR6)の読込 
  ﾒﾆｭｰより「ﾌｧｲﾙ(F)」→「開く(O)」→「測定ﾌｧｲﾙ格納ﾌｫﾙﾀﾞ(*.LR6)」を選択してください。 

  ﾌｫﾙﾀﾞ選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されますので、表示を行うﾌｫﾙﾀﾞを指定し『OK』をｸﾘｯｸしてください。 

 

 

 

8.2.試験ﾓｰﾄﾞ測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ(*.LR9)の読込 
 

 

ﾒﾆｭｰより 

「ﾌｧｲﾙ(F)」→「開く(O)」→「測定ﾌｧｲﾙ格納ﾌｫﾙﾀﾞ(*.LR6)」 

を選択してください。 

 

ﾌｫﾙﾀﾞ選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されますので、表示を行う 

ﾌｫﾙﾀﾞを指定し『OK』をｸﾘｯｸしてください。 

 

 

メニューより 

「ﾌｧｲﾙ(F)」→「開く(O)」→ 

「試験ﾓｰﾄﾞ測定ﾌｧｲﾙ(*.LR9)」 

を選択してください。 

 

ファイル選択ダイアログが表示されます 

ので、目的の測定ファイルを選択します。 
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8.3.年間ﾃﾞｰﾀとして複数のﾌｧｲﾙを読み込む 
  ﾒﾆｭｰより 

「ﾌｧｲﾙ(F)」→「年間ﾃﾞｰﾀとして複数ﾌｧｲﾙを開く(P)」 

を選択してください。 

 

複数ﾌｧｲﾙ選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されますので、読み込むﾌｫﾙﾀﾞをﾘｽﾄに追加し『OK』で指定ﾌｧｲﾙを 

読み込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

 

・ RPG-LRF06へ測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙをﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟすることでも、ﾌｧｲﾙの読込は可能です。 

 

 

 

追加 
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9.機能説明 

 

9.1.電波強度ｸﾞﾗﾌの任意の位置を選択する 

  ﾏｳｽポインタが示す位置のﾃﾞｰﾀ(黄色ﾏｰｶｰ表示)が測定ﾃﾞｰﾀ一覧に反映(反転表示)されます。 

  同様にﾃﾞｰﾀ一覧でﾃﾞｰﾀの選択を行うと、ｸﾞﾗﾌのﾏｰｶが選択位置に移動します。 

 

 

9.2.設定内容の確認 

  『設定内容』をｸﾘｯｸすると設定内容を表示します。選択ｸﾞﾙｰﾌﾟでｸﾞﾙｰﾌﾟ番号を指定します。 
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9.3.AGC ｶｰﾌﾞの確認 

 『AGC 特性』ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすることで、AGC 特性を確認できます。 

 『選択ｸﾞﾙｰﾌﾟ』でｸﾞﾙｰﾌﾟを選択します。 

 

9.4.受信強度ｸﾞﾗﾌのみ表示させる 

 ﾒﾆｭｰｱｲｺﾝの【表示】→【表示する/表示しない】または、ﾂｰﾙﾊﾞｰの【表示切替】ｱｲｺﾝ で表示/非表示を 

 切替可能です。 
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9.5.ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴から電波強度ｸﾞﾗﾌのﾁｪｯｸを行う 

 ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴から、ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ発生時の電波強度ｸﾞﾗﾌを参照する場合、ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴のﾃﾞｰﾀを選択し右ｸﾘｯｸ 

 によりﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰが表示されますので、【選択位置の発生日時へｼﾞｬﾝﾌﾟ】を選択します。 

 

9.6.ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ履歴詳細ｸﾞﾗﾌを表示する 

 ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ発生時の詳細ｸﾞﾗﾌを表示します。 
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9.7.表示間隔を変更する 

  電波強度ｸﾞﾗﾌの表示間隔を変更可能です。 

  ﾃﾞｰﾀ量に応じ表示間隔を設定してください。 

 

9.8.表示ﾁｬﾈﾙ数を変更する 

 ﾒﾆｭｰの【設定】→【電波強度ｸﾞﾗﾌ設定】もしくは、【ｸﾞﾗﾌ設定】ｱｲｺﾝ でｸﾞﾗﾌ設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されますので、 

 下記内容で設定を行ってください。 
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9.9.指定日時に移動する 

  ﾂｰﾙﾊﾞｰの【指定日時へ移動】またはｱｲｺﾝ により、日時設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されますので、設定し『OK』 

  で指定日時のﾃﾞｰﾀに移動します。 

 

 

9.10.指定範囲の累積百分率を表示する 

 

 

 

 

 

 

 

 


